
平
和
へ
の
貢
献
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
年
に
、
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
の
実
現
を
強
く
求

め
る
決
議
」
を
行
い
、
国
連
の

核
兵
器
禁
止
条
約
交
渉
会
議
の

場
へ
届
け
、
そ
の
翌
年
に
は
、

市
民
の
平
和
で
安
心
な
生
活
及

び
国
際
平
和
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
公
明
党
の
主

導
に
よ
る
「
横
浜
市
国
際
平
和

の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
の
制

定
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
私
は
「
世
界
平
和
を
推
進
し

て
い
く
上
で
、
若
い
世
代
の
関

心
を
喚
起
で
き
る
よ
う
な
テ
ー

マ
や
講
師
を
起
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」
と
、
市
会
で
主

張
を
重
ね
、
今
月
横
浜
市
は
講

考
え
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　
横
浜
市
は
１
９
８
７
年
に
、

広
島
市
・
長
崎
市
と
共
に
国
際

連
合
か
ら
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
の
称
号
を
授
与
さ
れ
て

以
来
、
国
際
交
流
、
国
際
協

力
、
多
文
化
共
生
な
ど
、
国
際

　
本
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
多
様
性
を
認
め
合

い
、
人
権
を
尊
重
し
合
う
社
会

の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
推
進

し
て
い
く
重
要
な
機
会
で
あ
る

と
共
に
、
世
界
平
和
に
つ
い
て

師
に
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
世
界
的
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
林
典
子
氏
を
お
迎
え
し
、

横
浜
市
国
際
平
和
講
演
会
を
開

催
致
し
ま
す
。
世
界
各
地
で
困

難
な
状
況
を
生
き
抜
く
人
々
の

取
材
活
動
を
し
、
そ
の
現
実
を

私
た
ち
に
伝
え
て
い
る
林
典
子

氏
の
講
演
を
通
じ
て
、
一
緒
に

『
平
和
』
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
世
界
で
今
も
続
く
紛
争
や
飢

餓
に
苦
し
む
人
々
に
寄
り
添

い
、
自
ら
の
問
題
と
し
て
向
き

合
い
、
課
題
解
決
の
可
能
性
に

知
恵
を
絞
り
、
と
も
に
高
め
合

う
勇
気
を
持
つ
こ
と
が
、
ピ
ー

ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
都
市
の
目

指
す
姿
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

高橋まさはる
プロフィール

www.masaharu.info
info@masaharu.info

☎045-929-5305

●公明党横浜市会議員団
●１９５９年岡山県倉敷市玉島生まれ
●０２年 東芝ソシオシステムズ㈱退社
●０３年 横浜市会議員に初当選、現在5期目
●霧が丘在住  事務所：中山1-20-5 
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